
 

 

 第 ４１２号 新 居 浜 公 民 館 だ よ り 平成３０年 １月 １日 

 
 

 

１月号 

新居浜公民館 
広報部 

３２－８３１２ 
 

  

こ 

よ 

み 
 

睦
月 

1
日
（
祝
）
元
旦 

4
日
（
木
）
御
用
始
め 

7
日
（
日
）
つ
づ
ら
淵
お
水
と
り 

８
日
（
月
）
成
人
の
日 

休
館
日 

９
日
（
火
）
七
草
粥 

９
日
（
火
）
新
小 

北
中 

始
業
式 

１０
日
（
水
）
女
性
講
座 

１０
日
（
水
）
３
年
生
実
力
テ
ス
ト 

 
 

１
，
２
年
生
休
み
明
け
テ
ス
ト
（
～
１１
日
） 

１５
日
（
月
）
え
ん
ぜ
る
っ
こ 

１６
日
（
火
）
運
審
会
（
鏡
開
き 

新
年
会
） 

１７
日
（
水
）
民
協
会 

１７
日
（
水
）
青
い
鳥
号 

２１
日
（
日
）
た
こ
あ
げ
大
会
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」 

２２
日
（
月
）
広
報
部
会 

２５
日
（
木
）
北
中
3
年
生
学
期
末
テ
ス
ト 

１
，
２
年
生
実
力
テ
ス
ト
（
～
２６
日
） 

25
日
（
木
）
自
治
会
長
会 

２９
日
（
月
）
６
年
サ
ッ
カ
ー
壮
行
試
合 

３１
日
（
水
）
青
い
鳥
号 

学
級
・講
座
の
ご
案
内 

女
性
講
座 

 

1
月
１０
日
（水
）
9
時
～ 

 
 

内 

容 

閉
講
式 

 

反
省
と
今
後
の
課
題
（料
理
教
室
） 

 
 

講 

師 

渡
辺 

恭
子
先
生 

 
 

場 

所 

新
居
浜
公
民
館 

 

1
階 

調
理
室 

     

七
草
粥
を
食
べ
て
元
気
に
な
ろ
う
！ 

 

新
居
浜
校
区
で
は
1
月
７
日
（
日
）
に
恒
例
の
つ
づ
ら
淵
の
お
水

取
り
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

古
き
良
き
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い

る
新
居
浜
公
民
館
で
も
、
無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
な

が
ら
、
校
区
の
皆
様
と
七
草
粥
を
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

是
非
、
お
越
し
下
さ
い
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

1
月
９
日
（火
）
12
時
～ 

新
居
浜
公
民
館 

1
階
和
室 

参
加
費
は
無
料
で
す
。 

 
 
   

   
   

   
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
民
館
運
営
、
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
平
成
３０
年
度
も
地
域
の
方
々

の
最
も
身
近
な
交
流
の
場
、
地
域
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
よ
り
一
層
の

努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
三
十
年 

元
旦 

新
居
浜
校
区
運
営
審
議
会
委
員
一
同
・
職
員
一
同 

え
ん
ぜ
る
っ
こ(

子
育
て
支
援
事
業) 

内 
 

容 

お
に
の
面
を
作
っ
て
豆
ま
き
し
よ
う
！  

日 
 

時 

平
成
３０
年
1
月
１５
日
（月
） 

10
時
～ 

場 
 

所 

新
居
浜
公
民
館 

学
習
和
室 

対
象
者 

 
新
居
浜
校
区
に
お
住
ま
い
の
親
子 

（乳
幼
児･

未
就
園
児
） 

問
合
せ 

 
主
任
児
童
民
生
委
員 

 
大
野 
美
幸(

０
９
０
・９
５
５
２
・３
９
６
６) 

 
 

１２月１１日クリスマス会の様子 

ｔｕｋｉ 

大
掃
除
の
御
礼 

平
成
29
年
12
月
１９
日(

火)

に
行
い
ま
し
た
大
掃

除
で
は
、
公
民
館
利
用
の
サ
ー
ク
ル
・自
治
会
・女

性
の
会
・老
人
会
・民
生
児
童
委
員
・愛
護
班
他
多

数
の
皆
様
の
ご
奉
仕
を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
公
民
館
の
隅
々
ま
で
一
年
の
煤

払
い
が
で
き
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

本
年
も
職
員
一
同
、
笑
顔
で
明
る
く
。
皆
様
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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去る１２月１６日(土)に行われました、もちつき・しめ縄づくり・凧作りでは、総勢１３０名の参加がありました。ご協力頂きました 
自治会、女性の会、愛護班、民生児童委員、新小 PTA、体育振興会、各種団体等の皆様に厚く御礼申し上げます。 
地域の方の事前準備があってこそ、できる事業だと思います。感謝ですね。 

平成３０年成人式 

 

日 時 平成３０年１月７日（日） 
１１時～    受付 
１１時３０分～ 式典 

場 所  新居浜市市民文化センター大ホール 
入場の際、案内ハガキが必要ですので、 
必ずお持ちください。 

問合せ 新居浜市教育委員事務局会社会教育課  

電話６５－１３００ 

 
電話６５－１３００ 

昭和６２年に発足して、長年活動を続けられてきた「楽焼クラブ」が昨年度末をもって解散することになりました。 

会員さんからのメッセージです。「現在、会員僅か４名で活動して参りましたが、各人それぞれの都合により、退会するこ

とになり、会員ゼロの状態になりました。 

今後、新しい会員を募ったとしても指導者が高齢のため、継続することは困難と判断し、解散することに致しました。 

長年、お世話になり本当にありがとうございました。」 

                                  楽焼クラブ代表 伊東芳孝  宮崎実 

第３３回新居浜凧あげ大会 

日時     平成３０年１月２１日（日）１３時～受付 

        ※雨天の場合は１月２８日（日）に順延 

場所    マリンパーク新居浜 多目的広場 

参加基準 ○手作りの凧であること 

       ○糸の長さは１５０メートル以内 

○大きさ、色、デザイン等は自由 

○金属類は一切使用しないこと 

申込    当日受付（参加費無料） 

問合せ先 社会教育課 電話６５－１３００（直通） 

 

  

ぼくは、餅つきとしめ縄づくりと凧づくりをしました。餅つきはもちをついていると腕が疲れてしまうけど 

皆と一所懸命ついて美味しい餅ができました。初めてだったけど、上手にできて良かったです。しめ縄づ

くりは難しいところもあったけど、地域の人たちが教えてくれて、上手にできました。家に帰って家の人に

見せると褒めてくれました。凧づくりは皆と協力して完成しました。早くとばしてみたいです。今日は普段

あまりしない体験ができて良い思い出となりました。                       （大戸 寛貴） 

 

 

土曜日に餅つき、しめ縄作り、凧作りをしました。餅つきではお餅を作って食べました。とても美味しかっ

たです。しめ縄では一所懸命丁寧に作りました。昼ごはんにカレーを食べました。美味しかったです。凧

づくりでは皆が手伝って完成しました。これからたくさん練習して１月の凧あげ大会で優勝できるようにし

たいです。餅つき、しめ縄、凧づくりはめったに出来ない事なので出来て良かったです。 （永易 美咲） 

                                      

 

土曜日の餅つき、しめ縄づくり、凧づくりは全部楽しかったです。ぼくは今までどれもしたことがありません

でした。でも、地域の人たちはとても分かりやすく教えてくれたので、できました。また、火おこしの時に話

してくれた話など知らなかったので、勉強になりました。ぼくは３つの中でしめ縄が一番楽しかったです。

なぜなら、稲の穂を使ってできているとは知らなかったし、作るのは難しかったけど、達成感があったから

です。地域の方との交流はめったにないので、このような機会を大切にしていきたいです。（倉田 亮心） 

 

 

１２月１６日に餅つきとしめ縄作りと凧作りがありました。私はＡ班だったので、先に餅つきをしました。初

めて餅つきをしました。お餅をつくのは大変でした。しめ縄は始め、苦戦したけれど、地域の方々に教え

てもらい、なんとか完成することが出来ました。凧づくりはのりをつけたり、ひもでくくったりしました。凧を

あげるのが楽しみです。土曜日に体験したことを忘れないでいようと思いました。      （近藤 梨里） 

 

 

 

同曜日 



 


